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全国の学校へ出張授業や写真パネルの貸出を⾏っています 

 
  「ホロコースト」とは 

もとは「焼いて捧げるいけにえ」を意味するギリシャ語。   

現在は、ナチス・ドイツ占領下のヨーロッパで起きたユダヤ  

人虐殺(1933-45 年)を表す言葉として使われています。 

「ユダヤ人に生まれた」というだけの理由で、約 600 万の 

ユダヤ人が殺され、そのうち 150 万人が子どもでした。 

  

 国連からのよびかけ 

ホロコーストは、偏見や差別、憎しみの恐ろしさを全人類 

に訴えています。戦後60周年の2005年、国連は、アウシュ 

チェコ生まれのハンナとジョージ。 

二人の兄弟もアウシュビッツへ送られました。 
ビッツ収容所が解放された1月27日を国際的な「ホロコー

ストの日」と定めました。共に生きる社会を築くため、その

普遍的な教訓を今日に生かし、教育の場で取り上げていこうと加盟国に呼びかけています。 

ホロコースト教育資料センターが目指す教育 -ホロコーストから学べること- 

 ◇ 一人の命の尊さを考える 

 ◇ 差別や偏見を生み出した人の心の弱さを学ぶ 

 ◇ 他者の痛みを想像し、思いやる心を育てる 

 ◇ 多様な文化、民族、宗教を知り、受け入れる 

 ◇ 平和をつくりだすために、自分にできることを考える 
ココロ 
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どうして 
ホロコーストの歴史を学ぶの？ 
 ココロ

  ⾃分らしく⽣きる。⼈を思いやる。 
  そんな寛容な社会をつくるため。 
 

 

 

 

 

「一人ひとりの人間を一人ひとりとして見てほしいのです。どうか 

その人が何をいい、何を行ったかにもとづいて考えてみてください。 

うわさや偏った見方に左右されずに。」 

          アンネ・フランクの隠れ家生活を助けた女性ミープ・ヒース 

 

 

 

 

「ホロコーストを学ぶ理由は、私たちがもっと人間らしく、心やさしく、思いやり深く 

なるためです。一人ひとりの命はひとしく、無限の価値があることを知り、 

このような恐ろしいことが二度と起きないように、人道を重んじる世界を 

つくりだすためです。」 

             デズモンド・ツツ(ケープタウン名誉大主教) 

                           ノーベル平和賞受賞 

ホロコーストを学んで感じたこと～子 どもと大 人 の感 想 より 

＊一つの命はこんなにも大切だというのが 

 すごく伝わってきた。(中学 1 年 ) 

＊人間一人の命には無限の可能性がつまっている。 

 最後にきいた言葉です。その無限の可能性が良い 

 ことに使われたらいいなぁと思いました。私がそ 

 の一人になれたらいいなあ。(小学 5 年 ) 

＊自分と容姿や考え方が違うというだけで人を差 

 別するのではなく、まず一人の人間としてむきあ 

 える心をもった人になりたい。(小学 6 年 ) 

＊自分が苦しいときそれを人のせいにしな 

 いこと。苦しんでいる人に手を差しのべら 

 れる人が増えれば少しずつでも世の中は  

 変っていく。(中学 3 年 ) 

 

＊仲間と支えあいながら、共に生きていくと 

 いう事を大切にしていきたいと思った。 

 (中学 2 年 ) 

＊当時の人たちの悲しみや苦しみが伝わって  

 きて悲しくなった。どうして同じ人間なのに傷 

 つけたりすることができるんだろう。人の心に   

 ある闇が見えたような気がした。(高校 2 年 ) 

＊歴史を学ぶということは、単に知識として 

 捉えるのではなく、人間が生きていくうえで 

 の方策を学ぶことなんだとつくづく思いま 

 した。(保護者 ) 

＊身近な子育てにつながっていることに”目か  

 らウロコ”の思いです。平和は身近な生活か 

 ら！ですね。(保護者 ) 



 

 

 

１から４のテーマに対応する展⽰パネルの貸出も⾏っています。 
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命 や道 徳 の授 業 、自 治 体 ･PTA の人 権 研 修 会 などで毎 年 80 団 体 からご依 頼 をいただいています 

  

  一つのかばんから想像力を育む 

１ ハンナのかばん  

悲しみを希望にかえて

 

 

 人々の「善の連鎖」から学ぶ 

ナチスの迫害から逃れるユダヤ難民に、日本人外交官、

杉原千畝は、自らの決断で日本へのビザを発給し、6 千人

の命を救いました。その勇気ある行動と、そこから

広がっていった“助けた人たちの輪”を教材にします。

一人ひとりの行いがつながって、多くの命を助けた様子

から、「自分にもできること！」を考えてみます。 

         

            ・形 式 : スライド上映と 

                お話、ビデオ映像  

            ・対象 :  小学校から中学・ 

                 高校、大人まで 

悲しいけれど、命のあたたかさが心に響く物語。2000 年

にアウシュビッツから日本に実際に届いた「ハンナの

かばん」を持参します。国内外 800 ヶ所で行っています。 

＊関連図書『ハンナのかばん』(ポプラ社、2003年小学校課題図書)

            ・形式 : スライド上映とお話 

                (道徳の指導案あり) 

            ・対象 : 小学生から大人まで

                小学校中学年の 

                 場合は、学年毎、

                 または親子で。 

                 

  

    

   人間ってすばらしい！ アンネからの 

 自由と希望のメッセージ 
 
世界遺産となった『アンネの日記』は、15 歳の豊かな

感性で書かれています。だからこそ、平和のメッセージ

が子どもたちの心にまっすぐ届きます。「欠点はあって

も、人は良い心をもっている」など、アンネが書いた言

葉を実際に読んでみます。隠れ家の映像や動画も盛り

だくさん。世界史がきっと好きになる！ 

・形式 : ワークショップ 

・対象 : 小学 4 年から大人まで 

     親子での参加も 

    オススメです。 

・人数 : 70 人程度 

 

 

学び合い と 助け合いの 
こころを育む 

児童書『ハンナのかばん』に登場する、ハンナの兄ジョー

ジを主人公にした教材。ジョージは、テレジンとアウシュビ

ッツと二つの収容所を 16 歳で生きのびました。苛酷な生

活の中でも”秘密の学校”で学び、仲間と支え 

合った日々、あきらめなかったジョージの勇気 

などを具体的なエピソードで紹介します。 

生きるための強さとやさしさを育む教材。 

・形式 :  スライド上映とお話 

    （ワークショップ形式もあり） 

・対象 :  小学校高学年から大人まで 

    PTA などの学習会にもオススメです。 

４ タイムトラベル！アンネ・フランク 

ワークショップ☆参加型で学ぶ

３ 勇気の人 - 杉原千畝(ちうね)  

助けられた命のメッセージ

２ 生きのびた少年ジョージの物語 

ナチスの収容所で過ごした日々

詳しくはホームページをご覧ください → http://www.ne.jp/asahi/holocaust/tokyo/ 



                     Kokoro を応援よろしくお願いします 
                                命を尊ぶ、思いやりのある心を育むために 

NPO 法人ホロコースト教育資料センターKokoro 
 
 

       命を尊ぶ、思いやりのあるこころを育む 

 

 
＊当センターは、NPO 法に定められているとおり、特定の政治・宗教団体に属する  

 ものではありません。 

①事務やイベントを手伝いたい 

   →ボランティア募集中です。 

②子どものための教育活動に募金したい 

   →ご寄附はいつでも、どなたでも、おいくらからでも。 

■
応

援

し
た
い 

③Kokoro をみんなに宣伝したい  

   →資料をお送りします。口コミでも！ 

①広報・企画など積極的に参加したい 

⇒正会員 (個人 年間 5,000 円 団体 年間 10,000 円) 

②活動には参加できないけど、会員になって寄附したい 

⇒賛助会員 (個人年間一口3,000円より 団体年間一口6,000円より)
■
会

員

に
な
り
た
い 

③貸出資料を割引で活用したい、本を借りたい 

⇒利用会員 (個人半年 2,500 円 一年 4,000 円) 

      (団体半年 5,500 円 一年 10,000 円) 

               

  会員申し込みの方法 
   

① 振込用紙にお名前、ご連絡先、会費の種類をご記入ください 

② 会費のお支払いは郵便振替でお願いいたします 

口座番号：００１８－４－２７７３２５ 加入者名： ホロコースト教育資料センター 

③ 利用会員の方には、お振込みを確認後、会員証をお送りします 

 

 正会員の場合は、所定の申込書を事務局までご請求ください 
 ご希望の方には、初回は無料でニュースレターをお送りしています 

 

 

 

 
 

 

センターの歩み 

1998 年 

寄付金をもとに活動スタート。東京・新宿区に 

展示室オープン。 

1999 年 

ホロコースト生還者ヤッファ・エリヤフ氏を迎え、

こどもフォーラム開催。この出会いからこども

グループ「小さなつばさ」結成。 

2000 年 

パネル展「子どもたちが見たホロコースト」 

開催のために、アウシュビッツ博物館より 

子どもの遺品「ハンナのかばん」を借りる。 

写真絵本『なぜおきたのか-ホロコーストの 

はなし』を翻訳出版（岩崎書店）。 

2001 年 

第二次大戦時、日本に逃れた難民に取材を  

行い、パネル展「勇気の人-杉原千畝」制作。 

「ハンナのかばん」の持ち主、ハンナの兄、 

ジョージ・ブレイディ氏が初来日。 

2002 年 

カナダで児童書『ハンナのかばん』出版、  

ベストセラーに。邦訳（ポプラ社）が、翌年  

小学校の課題図書に選ばれる。 

2003 年 

パネル展「ハンナのかばん」開催(トヨタ財団助成)。 

展示室を閉じて、全国の学校へ訪問授業を 

始める。ＮＰＯ法人格を取得。 

2004 年 

「ハンナのかばん」が英語の教科書に登場。 

2005 年 

教員向けセミナーを開催。 

ハンナのかばんスタディガイド作成。 

2006 年 

ワークショップ「タイムトラベル！アンネ 

フランク」をスタート。 

2007 年 

新宿区の助成金で、展示パネル「生きのびた 

少年ジョージの物語」を制作。 

2008-2009 年 

インターネット教材「ハンナのかばん」、   

映画「ハンナのかばん」が完成。 

2010-2012 年現在 

展示パネル「アンネ・フランクと希望のバラ」 

制作。 

訪問授業が全国 800 校を超える。カナダ、ドイ

ツ、メキシコ、南アフリカ、オーストラリアの学校

も訪問。 

舞台「ハンナのかばん」、全国を巡演中。 

会員の皆さまには、ニュースレター(年二回)や

イベントのお知らせをお送りします！ 
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